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遺跡の立地する和歌山市は、和歌山県の北部に位置し、奈良県の大台ヶ

原に源を発する紀ノ川によって運ばれた土砂により形成された和歌山平

野を中心とした地域であります。また、大田 0黒田遺跡の周辺には鳴神

遺跡群、秋月遺跡など著名な遺跡が集中しており、当地域は和歌山市の

歴史を考える上で大変重要な地域であるといえます。

今回の調査の結果、弥生時代の大溝、奈良時代の大溝などの重要な遺

構が検出され、大田・黒田遺跡の一端を明らかにすることができました。

調査は当財団が平成 8年 3月 から7月 まで行い、ここに概要報告書を

まとめたものです。本書が広く私たちの郷土に関する歴史知識を豊かに

することを願ってやみません。

本書出版に際して、発掘調査に御協力をいただいた関係機関等及び地

元の皆様、本書編集にあたり種々御教示を賜わりました先生方に厚く御

礼申し上げます。

平成 8年 11月 30日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 木 下 正 昭



例  言

1.本書は、株式会社愛染蔵が和歌山市黒田80番地の 1他に計画した事務所7xL設「 事に先立つ発掘

1周査の概要報告書である。

2 調査は、株式会社愛染蔵の委託事業として財団法人和歌山市文化体育振興事業国が受託し、実

施したものである。第33次調査は対象面積170ポを1996年 3月 4日 から同年3月 21Hま での期間で、

第34次調査は対象面積16011fを 1996年 4月 4日 から4月 12日 、 7月 8日 から7月 29日 の期間で実

施した.

3.発掘調査及び報告書刊行に係わる事務局は下記のとおりである。

【第33次調査】

和歌||1市教育委員会         財団法人和歌山市文化体育振興事業団

教育長    坂「1全彦          理ホ:長  筒井敏郎

文化振興課長 志岐忠 ―         事務局長 竹尻圭吾

文化財llll長  森円安信          総務課長 別院 稔

学去員    前田敬彦          事務主任 豊円忠彦 (調査庶務担当)

学芸員  北野隆亮 (発掘調査担当)

【第34次調査】

和歌山市教育委員会         財団法人和歌山市文化体育llx興事業団

教育長    坂口全彦          理事長  木下 Jilll

文化振興課長 志岐忠一          事務局長 竹尻止吾

文化財班長  森田安信 (平成 8年 7月 まで)総務課長 別院 稔

小松埼甫 (平成 8年 8月 から)事務主任 酒井 剛 (調査庶務担当)

学芸員    前田敬彦          学芸員  北野隆亮 (発掘調査担当)

学芸員  高橋方紀 (  〃   )

4.遺跡・遺構及び本概報掲載の遺物写真撮影は北野・高橋が行った。

5.本書の執筆は発掘調査担当の北野、高橋のほか同財団学芸員奥村薫が分担し、編集は北野が行っ

た。なお、「 3.大田・黒田遺跡の既往の調査」については和歌山市教育委員会学芸員前田敬彦が

執筆した。各執筆分担の文責は日次に示した。

6.写真図版の遺物に付した数字番号は実測図番号に対応する。

7.概要報告書の作成にあたり、関係機関等の方々に有益な御教示・御指導を賜った。ここに記し

て感謝の意を表します。
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1.調 査 の契 機 と経 過

株式会社愛染蔵が和歌山市黒田80-1番地他に計画した事務所建設用地が『和歌山市lll蔵文化財

包蔵地所在地図』に記載された太 |¬・黒田遺跡 (遺跡番号356)の範囲内に相当することから、和

歌山 |に教育委員会が指導を行い、財団法人和歌山市文化体育振興ヤ業団が委託を受けて発掘調査を

実施する事となった。調査地は、標高約3.7mを 沢1る沖積平野上にあり、太円・黒H遺跡の西端部

に位置する (第 1図、図版 1).

周辺の調査はこれまでに調査地西側約150m地点で第 1次調査の 1区 Ldliが大田・黒田遺跡調査 lNll

により調査され、調査地南東偵1約 100m地点で和歌山市教育委員会が第19次調査を行った。また、

調査地の南側約150m地点では、第12次調査が和歌山市教育委員会、第22次及び第26次調査が本貝イ

団により行われている。第 1次調査では、 |ll´墳時代の溝、第19次調査で室IH∫時代の大規模な濠状遺

構、弥生時代・ 占墳時代のピット・上坑・溝などが確認されている。また、第12次調査では弥生時

代中期の井戸、占
‐
墳時代前期の ll坑、室日I時代の瓦溜め 。池状落ち込み遺構 (溝 ?)な ど、第22次

調査では弥ノ11時代中期の竪穴住居、室町時代の大溝、第26次調査では弥生時代前期の人溝、中期の

水Hl遺構、室町時代の大満などが検出されている。以上の調査成果から、調査地周辺部では弥生時

代から古墳時代、室町時代の遺構が展開していたことが明らかにされている。

調査は試掘調査として第33次調査を対象面積170rn=、 1996年 3月 4日 から同年 3月 21Hま での期

間で実施した。調査の結果、弥生時代の滞、奈良時代の満などの遺構及び弥生上器などの遺物を検

出したことから、本調査として第34次調査を行った。第34次調査は対象山i積16011fを 1996年 4月 4

日から4月 12日 、 7月 8Hか ら 7り ]29日 の期間で実施した。

知
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第 1図 調査位置図
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2.位 置 と環 境

和歌山市は和歌山県の北西端に位置しており、北は和泉山脈を境として大阪府泉南郡岬町・阪南

市、東は和歌山県那賀部岩出町・貴志川町、南は海南市に隣接する地域である。奈良県の大台ヶ原

に源を発する紀ノ川は、本市のほぼ中央を流れて紀伊水道に注いでおり、その過程で運ばれた上砂

により形成された沖積平野が和歌山平野である。今回調査を行った大田・黒田遺跡は、数多くの遺

跡が分布する紀ノ川南岸の和歌山平野の中でも微高地上に位置するものである (第 2図 )。

次に周辺の遺跡をみると、 1日石器時代では、紀ノ川北岸の山麓部において鳴滝遺跡や西ノ庄地区

遺跡からナイフ型不i器が出11している。また、紀ノ川南岸では、岩橋丘陵束麓に位置する総網谷・

頭陀寺遺跡等でナイフ型石器が採集されている。縄文時代の遺跡では、緩斜面上にl1/置する鳴神貝

塚や面宜貝塚・吉礼只塚が知られている。国の史跡に指定されている鳴神貝塚からは縄文時代中期

から晩期の上器が多く出上している。その貝層に海水産の貝殻が多くみられることから、当時は岩

橋山塊西麓あたりまで海岸線が延びていたものと推洪1さ れる。弥生時代にはいり、紀ノ川による堆

積作用は陸化を進めていくが、白t期においては紀ノ川南岸の日前官周辺の微高地に居住域が認めら

れる。代表的な遺跡に太田・黒日1遺跡があり、前期 。中期を中心とした竪穴住居や上坑、水田力Lな

どが検出され、多量の上器等が出七している。中期では紀ノ川北岸に宇田森遺跡、北田井遺跡、西

田井遺跡などの集落が営まれるようになる。後期になると平野部に顕著な集落がなく、大田 0黒田

遺跡でも集落が営まれなくなる。代ってその周辺の丘陵部に滝ヶlll遺跡、橘谷遺跡などの高地性集

落が出現する。古墳時代では、当遺跡の東側に位置する鳴神遺跡群で多数の方形竪穴住居跡が検 LYl

されている。また、鳴神Ⅱ遺跡から幅 7～ 8m、 深さ3m程の用水路と考えられる大清、鳴神 V遺

跡から前期の水田区画遺構が検出されている。この地域の丘陵上に古墳が築造されはじめるのは 4

LI紀末あるいは 51■紀初頭であり、花山「
L陵上に前方後円墳 9基を含む90基あまりの古墳が確認さ

れる。その後、周辺の岩橋 |IJ塊に 7世紀初頭まで頻繁に古墳が造られるようになる。それらは岩橋

千塚 I午墳群と呼ばれ、総数約700基を数える。 F`野部においては、前期から7世紀初頭まで鳴神Ⅳ0

V遺跡や秋月遺跡などで微高地 Lに前方後|]墳、円墳、方墳などが築造される。歴史時代になると、

当遺跡から東700mの秋月の地に鎮座する日前国懸神官がすでに日本書紀に記されている。この H

前宮一帯は、条里制土地区ilm」の痕跡を良好に留めている地域であり、県内でも最大の規模をもつこ

の条里は河南条里と呼ばれている。なお奈良時代から平安時代にかけての遺物が、周辺の鳴神遺跡

群の発掘調査において多く出上しており、日前官との関係が注日されるところである。また、今回

の調査地のT打には大田城跡の存在が推定されている。大田城は、豊臣秀古による水攻めがよく知ら

れるところであるが、その正確な位置及び規模は不明である。また、水攻めの際には大規模な堤防

を築き、宮井・小倉井の用水を引き人れたといわれる。この堤防も、現在では出水の地にその姿を

わずかにとどめるだけで、大田城も大田の地に「城跡Jと いう小字を残すのみである。

参考文献

和歌山県史編さん委員会  『和歌山県史』 和歌山県 考占資料 1983年
和歌山市史編さん委員会  「和歌山市史』第 1巻 和歌山市 1991年
m和歌山市文化体育振興事業団 『大田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』 1995年
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番号 遺  跡  名 時  代 番写 遺  跡  名 時  代 番号 遺  跡  名 時  代

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

大 |」・黒田遺跡

太田城跡

人谷古墳

楠見遺跡

国有本遺跡

有本銅鐸出土遺跡

法然寺遺跡

西辻遺跡

六十谷遺跡

和田遺跡

川口遺跡

紀ノ川銅鐸出+遺跡

府中Ⅳ遺跡

府中II遺跡

弥生 近ヽ世

安 11・ llL山

古墳

古墳

弥生ヽ古墳

弥生

弥生

弥生

縄文ヽ弥生

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生

弥生ヽ占墳

弥生

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

%
26

27

28

田屋遺跡

西田井遺跡

北田井遺跡

本願寺跡

鷺の森遺跡

和歌山城跡

秋月遺跡

鳴神Ⅵ遺跡

鳴神 V遺跡

鳴神Ⅳ遺跡

鳴神II遺跡

鳴神 II遺跡

鳴神貝塚

音浦遺跡

弥/1ヽ 占墳

弥生～中世

弥生～古墳

中世～

弥生～古墳

近性

古墳 。中Ш:

古墳

弥生～平安

古墳

弥生～平安

縄文ヽ弥生

古墳

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

花山μl墳群

津秦遺跡

井辺 II遺跡

井辺 I遺跡

井辺遺跡

井辺 il山古墳群

大日山 I遺跡

岩橋千塚古墳群

寺内古墳群

神前遺跡

和0」 占墳群

和国岩坪遺跡

和円遺跡

三田古墳群

1:!貫

弥生

弥生ヽ占墳

弥生ヽ古墳

弥生ヽ占墳

古墳

古墳～平安

占墳

古墳

弥生ヽ古墳

古墳
t7T生～古墳

弥生

古墳

太田・黒田遺跡周辺の遺跡分布図



3.大田・黒田遺跡の既往の調査

本遺跡については、昭和43(1968)年 の市の委託を受けた調査会組織による発掘調査以来30次 を越

える調査が実施され、調査成果が蓄積されつつある。既往の調査のうち第1次から第25次調査の概

要については、既刊の概要報告書に記述されているので、ここでは割愛して、第26次から第32次発

掘調査の概要について記述する (第 3図 )。

第26次調査 1995(平成 7)年 4月 から5月 にかけて財団法人和歌山市文化体育振興事業団が専門学

校建設に伴い発掘調査を実施 したものである。調査地は、和歌山市大田383番地であり、調査 1白 i積

は約3701ゴであった。弥生時代の遺構としては、標高2.2～2.8mにおいて確認された 3面の水田面

がある。調査面積にもより完掘はできなかったが、 ‐部に畦畔・水日とみられる遺構も検出された。

時期的には弥生時代第 H様式～第III様式期のものであり、県下において最占の水田遺構として注目

された。また、調査区の南東から北西へ対角線状に横切る弥生時代の大満 (幅約2.3m、 深さ約12

m、 長さ24m以上)か らは、アカガシ亜属の広鍬の鍬身部分が出土し、中世末の大溝 (幅 6m以 上、

深さ0.95m、 長さ10m以 [1)か らは鉄砲玉 0宋銭が出上している。

第27次調査 1995(平成 7)年 5月 から6月 にかけて和歌山市教育委員会が、集合住宅建設に伴い発

掘調査を実施したものであり、調査地は和歌山市大田314-1、 314-6番地で、調査面積は75Hfであっ

た。調査により弥生時代の遺物包含層と江:戸時代の上坑が確認された。上坑は、縦90cm、 横70cm

以上の方形であり、深さは30cm程度であった。

第28次調査 1995(平成 7)年 5月 から6月 にかけて和歌山 |「教育委員会が、集合住宅建設に伴い発

掘調査を実施したものであり、調査地は湘1歌山|1太田244-1番地、調査面積は約50nfであった。弥

生時代の濤、上坑、古墳時代のピット、江戸時代の上坑が確認された。弥生時代の上坑の内部には

完形の甕がやや斜位に据えられており、埋葬施設と推定された。

第29次調査 1995(平成 7)年 7月 に和歌山市教育委員会が、駐車場案内システム設置 [事に伴い調

査を実施したものであり、調査地は和歌山市大田297番地地先、調査面積は 5がであった。現況は、

国道24号バイパスの中央分離帯部分であったが、道路面より約 lm下層において遺物包合層が確認

された。包含層の下面において、直径 lm、 深さ70cmの上坑が1基確認された。上坑内より黒色土

器・上師器が出tし、平安時代の遺構と判断された。

第30次調査 1995(平成 7)年 12月 に和歌山市教育委員会が、事務所建設に伴い発掘調査を実施した

ものであり、調査地は和歌山市太田355-1番地、調査面積は18ポであった。地表から約90cm下層

において厚さ5cm程度の須恵器を含む希薄な包含層が確認され、包含層下面においても幅約1.3m、

深さ0.75mの東西方向にのびる溝が検出された。濤埋上の最下層より弥生上器が出七した。

第31次調査 1996(平成 8)年 2月 から3月 にかけて財団法人和歌山市文化体育振興事業団が、公共

下水道管理l設工事に伴い、和歌山市太田地内において実施したものであり、調査面積は 6ケ所の ト

レンチ部の合計で約35ポであった。弥生時代としては、第15次調査時の前期の住居跡の一部を再発

掘し、現況における住居跡の位置を把握することができたほか、中期の上坑・浩状遺構が検出され

た。調査により主として検出されたのは中近世の遺構・遺物であり、溝や石積遺構が確認された。
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第32次調査 1996(平成 8)年 1月 に財団法人和歌山市文化体育振興事業団が、寺院改築工事に伴い、

和歌IL市大圧1531番地において発掘調査を実施したものであり、調査面積は約101ゴであった。ェ事

による掘削計lFlと の調整により深掘はできなかったが、標高3.8m前後において室町時代の整地層

を確認した。また、出+遺物は、弥生土器・石器 。須恵器・上師器・黒色t器・緑釉陥」器・瓦器 。

備前焼 。肥前陶器・堺焼 。上人形・瓦と多種にわたっている。

註
1)『大円。黒円遺跡第26次発掘調査概報』財』法人和歌山市文化体育振興事業団(平成7年 11月 17日 発行)

第 3図 既往の発掘調査区域
(黒塗部分は主たる調査地、斜線部分は調査対象地を示す)
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4。 調査の方法と経過

(1)調査の方法

調査は、試掘調査として第33次調

査を3月 4日から3月 21日 の期「E5で、

事務所建設工事予定範囲内において

実施 した (図版 1)。 幅約 2m長さ

約42mの南北に細長い形の調査区を

東西に 2箇所、合計面積約170rを

設定し、東側から第 1区、第 2区と

呼称した。まず、和歌山市教育委員

会の立会のもと表上の重機掘削が行

われ、その後、当財団が人力による

発掘調査を実施した。

一
／
ゝ

―

E第 33次

囲 第34次

調査の結果、弥生時代の濤、奈良

時代の濤などの遺構及び弥生土器な

どの遺物を検出したことから、本調

査として第34次調査が市教育委員会

により設定された。第34次調査はま

ず、調査対象地南西端部に一辺 2m

強の調査区を4箇所、合計面積約20

ポを設定し、北東調査区からGl～

G4区 と呼称した。Gl～G41Xの

耐
幽
Ｇ囮

― ―X=196100m

~Y=196110m

|   |
0                10m

一

第 4図 調査地区割図

調査は 4月 4日 から4月 12日 の期間で実施した (図版 7)。 Gl区とG2区において濤などの遺構を

検出したが、G3区とG4区では明確な遺構は検出されなかった (図版 8・ 9)。 その後、調査対象

地北東端部において、一辺約12m、 面積約140ポの調査区を設定した。この調査区は第 3区と呼称

することとし、 7月 8日 から7月 29日 の期間で実施した。なお、第34次調査は第33次調査と同様、

市教育委員会の立会のもと表上の電機掘削が行われ、その後、当財団が人力による発掘調査を実施

したものである。なお、第 1～ 3区及びGl～G4区の調査対象地内における位置関係は調査地区

割図 (第 4図)の とおりである。

調査は、機械力によって旧地表面である第 1層 (水 田耕土)及び第 2層 (床土)、 第 3層 (2.5Y

5/3(黄褐)シル ト)までを掘削し、第 4層 (10YR5/6(黄 褐)シル ト)以下を人力により掘削した。

遺構検出は第 1・ 2区及びGl区～G4区を北野が、第 3区を北野・高橋が行った。検出した遺構

については土層観察用ベル トを原則的に 1箇所以上設けることとし、 2層以上の堆積が認められた

ものについては分層し写真撮影及び実測図を作成した。 1■層の色調及び土質観察については、農林

水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用した。遺跡の水準は国家水準点及び

和歌山県水準点を基準とした。平面実測は国上座標軸を基準とした値を使用した。平面実測図、調
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査区壁面■_層図及び遺構の上層堆積状況図については 1/20の縮尺で全て手実測で実施した。なお、

遺構内の遺物出土状況図及び特殊遺構については 1/10の縮尺で実測図を作成した。

(2)調査の概要

調査地の基本的な七層堆積状況は現地表であるアスファル ト以下、現代の整地土などが合わせて

約70～ 90cmの厚みを持ち、本来的な地表面であったとみられる水田耕土 (第 1層)が約20cm、 床士

(第 2層 )が 5～ 10cmの厚さで堆積する。その ドの堆積は Lか ら第 3層 (2.5Y5/3(黄褐)シル ト)

が約15cm、 第 4層 (10YR5/6(黄 褐)シル ト)が 0～ 10CIn、 第 5層 (10ⅥR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シ

ル ト)が 0～30cm、 第 6層 (2.5Y4/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト)が 40cm以上の厚さで堆積する。 2区 :

北端部において、一部深く掘削したが、第 6層の下層に第 7層 (10YR3/2(黒褐)シル ト)が約20cm、

第 8層 (10YR6/6(明 黄褐)粘上)が 10cm以 [1の厚さでみられ、第 6層が北俣1に向かって深く落ち込

んでゆく状況を観察した。これは第 7層堆積後の谷状地形であるものとみられる (第 6図 )。

第 3層は平安時代の遺物を合み、その堆積状況から水田耕上であると考えられ、第 4層はその床

上に相当する層であるとみられる。第 304層 を掘削・除去後の第 5・ 6層上面 (同 一面)におい

て弥生時代中期から平安時代までの遺構面を検出した。また、調査区の一部に深掘調査坑を設定し

精査した結果、第 5・ 6層は弥生時代中期の遺物を包含すること、第 708層は無遺物層であるこ

となどを確認することができた (第 5図 )。

検出した遺構の概要は、調査区北東端部において弥生時代中期の清SD-8 0SD 21、 奈良時代の

溝SD 3、 調査区南端部で平安時代の溝SD 2な どを検出した。

X=-196075m付近    X=-196090m付 近    X=-196105m付 近

アスファル ト        アスフアル ト      s

L==3 00m

L=2001η
25Y5/1(黄灰)シル ト
25Y6/6(明黄褐)シルト
25Y5/3(黄褐 )シルト(1～ 5 mm大の茶色粒を班状に含む )
10YR 5/6(責 褐 )シル ト
10YR 5/4(に ぶい黄褐)細砂混シル ト
2.5YR 4/2(暗灰黄)粗砂混シル ト(2～ 6 mm大の茶色粒を多く含む )
10YR 3/2(黒 褐)シルト
10YR 6/6(明 黄褐)粘土

第 5図 調査地土層柱状模式図

3

4

5

6

7

8

整地土

7
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5。 第33次調査

(1)遺構

遺構は第 5・ 6層上面 (同 一面)を検 |ll耐iとする遺構面において検 LYlした溝・上坑などで、弥生

時代から江戸時代までの時期のものがある (第 6図、図版 2)。 遺構面の標高は2.6m～2.7mを測

る。以下、時代順に主要な遺構を説明する。なお、SD-21は第34次調査で明確に検出することが

できたため、次項でまとめて記述する。

弥生時代の遺構

S)8 第 1区及び第 2区の北狽1で検出した。幅約1.Om、 深さ約50cm、 検出長約5.Omの規模を測
る。海の方向は北東から南西である (図版 3)。

古墳時代～奈良時代の遺構

SD-5 第 1区及び第 2区の北側で検出した。SD-3の北供1に位置する。幅約1.20m深さ約40cmを

測る。満の掘削方向はSD 3と lun一方向である。

SD 3 第 1区及び第 2区の北側で検出した。幅約5.Om、 深さ約50mの規模を測る。溝は東西方
向に掘削されており、西側でやや北にも、っている。流路方向は東から西である。理土は砂が主体で

あり、多量の遺物が出上した。最終tlE没の時期は出上遺物からみて余良時代であると考えられる。

SX-1 2区南端部で検出した。平面形は不整形な方形を呈し、一辺4.Om以 _[1、 深さ15cmの規模
を測るものである (図版 6)。

平安時代の遺構

SD 2 第 1区及び第 2区の調査区 1打端から北に約12mの位置で検出した。幅2.5m、 深さ25 cmを

測る。満は東西方向に掘肖1されており、流路方向は束から西である。用水路と考えられる (図版 5)。

江戸時代の遺構

SD l 第 1区及び第 2区の南側で検出した。最大幅約2.Om、 深さ約20cmを測る。溝は東西方向
に掘削されており、SD 2と 同一方向である。SD 2と 同様に用水路と考えられる (図版 6)。

SK-1 第 2区南側で検出した。平面形は南北に長い楕}]形を呈する。長径1.6m、 短径1.3m、 深

さ40cmを測る。

時期不明の遺構

以下の遺構は、遺物をほとんど出上しなかったため時期不明の遺構として記述する。なお、SD―

10、 SK-4は 第 1区、SD ll、 SD 6、 SK 3、 SK-2は第 2区で検出したものである。

SD ll 第 2区中央で検出した。最大幅80cm、 深さ10Cmの浅い規模のもので、北東から南西方向に

掘削された海である。

S}10 SD-1の 南側約 lmの距離にSD lに 平行して掘削されたものである。幅50cm、 深さ20cmの

規模を測る。

SD 6 第 2区中央で検出した。幅70cm、 深さ10Cmを測る北東から南西方向の溝である。

SK-4 S}7と S}2の間で検出した。 r`面形が長径1.Om、 短径80cmの不整円形のもので、深さが

約10Cmを測る。

SK-3 直径60cm、 深さ約10Cmを測る平面形が円形の上坑である。
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SK-2 南北60cm、 長さ1.lm以 上、深さ

約10cmを測る溝状の上坑である。

(2)遺物

遺物は、弥生時代の上器・石器、古墳時

代の上師器・須恵器、 NF‐安時代の黒色土器、

鎌倉時代の瓦器、湖1戸時代の陶磁器類など

が出上した。なお、遺構出上の遺物のうち

SD-21、 SD-8、 SD 3出 七遺物と石器につ

いては第34次調査の項で記述する。

遺物の出上量はコンテナ約 7箱を数えた。

以下、弥生時代の七器、古墳時代のI_器、

平安時代の土器、フイゴ、金属製品の順に

記述を行う。

弥生時代の土器 (第 7図、図版16)

鯰 :

-

第 8図 遺物実測図 2

第 7図 遺物実測図 1

SX-1か ら甑 (3)の底部が 1点出上している。外面には磨きが施されており、その形態から鉢

の転用品と思われる。底径は約 4 cm、 底部の穿孔は直径1.lcmを 測る。

古墳時代の土器 (第 7図、図版16)

1はSD-5か ら出上したもので、外面は赤褐色 0内面は褐色を呈する土師器の甕である。長石・

石英・片岩が多く含まれており、外面は丁寧なタテハケ、内面は板状工具によるケズリが施されて

いる。日径は12.5cmで、ハケメ原体は10～12条と思われる。2は第1区の2～3層出上の遺物で、須恵

器の壺の日縁部である。全体的に作りが荒く、器壁の厚さは1.7cmと 非常に肉厚である。体部と口

縁部の接合時における粘上の貼付痕が明瞭に残る。ロクロは左回りで、内外面観察により左方向へ

の粘上紐の巻 Lげが確認できる。

平安時代の土器 (第 7図、図版16)

SD 2か ら黒色土器椀、土師器皿などが出七したほか、第 3層からも須恵器、黒色上器などが出

土した。

4は SD-2、 5は包含層からの出上で、いずれも土師器の小llllである。共に口径は8 cmほ どで、

底部には糸切り痕がみえる。

フイゴ (第 7図、図版16)

2区の第3層からフイゴの羽「J(6)が 1点出七している。外面は明灰

色を呈し、ヘラケズリによる面取りが施されている。内面は熱を受けて

橙褐色に変色している。胎土は緻密であり、復原口径2.2cmを測る。

金属製品 (第 8図、図版16)

金属製品では、火縄銃の玉である鉛玉 (7)が 2区のSD-1か ら出土

している。直径は1.lcm、 重さは6.95gを測る。鉛の注入日と思われる

跡がみられる。

０

２ｃｍ
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6.第 34次調 査

(1)遺構

主要な遺構は第 3区の第 506層上面 (同一面)を検出面とする遺構面において検出した満など
で、弥生時代から奈良時代までの時期のものがある (第9図、図版10)。 遺構面の標高は2.6m～ 2.7

mを測る。以下、時代llFに説明する。

弥生時代の遺構

弥生時代の遺構はSD 8、 SD 21、 SD 18、 SD 20が ある。

SD 8 調査区の北東端部から調査区南端中央部にかけて検出した (第 9図、図版11)。 幅約1.Om、

深さ約50cmの規模を測るものである。SI}21、 SD 3な どの他の溝に分断され、北側と南側に断続

的に検出したが、延長約11.Omを測る。満の掘削方向は北東から南西であり、北側断面A― Bでは

底面の標高が2.Om、 南側断面C― Dでは標高2.2mを測り、南から北方向に傾斜するものである。

t層堆積状況は堆積したシル トを 5層に分層することができたが、南北の断面で色調が異なり、北

側断面A―Bでは黄灰色系であり、南側断面C― Dでは褐灰から黒褐色系となる (第 10図、図版11)。

-19607600m

Y=-74020.000m

匡___+__コ

第34次調査第 3区遺構全体平面図第 9図



第10図 SD-8土層断面図

S}21 調査区の南束端部から調査区西端中央部にかけて検出した東西方向に掘削された蒔である。

上面を電なって掘削されたSD 3に 肖Jられているが、幅2.6m、 深さ40cmの規模を測り、東西延長

約13.Omを検出した (第 9図、図版12)。 この濤は本来、南半分を掘削したものであったが、埋没

後北狽1に再掘削されたものである。北側の再掘削部分をSD 21a、 南側をSD 21bと した。SD-21b

は北側肩部分を再掘削により壊されているため正確な規模は不明であるが、幅1.3mtt L、 深さ30

cmを測るものであるg sD 21aは 幅1.6m、 深さ40cmの規模を測る。双方共に底面の標高から、西か

ら東へと流路方向を持ったものと考えられる。 L層堆積状況については、SD 21bは灰黄褐色のシ

ル ト1層で、SD 21aは黄褐色のシル トの他 3層に分層することができた (第 11図、図版13)。

S}18 調査区の東側の中央部で検出した東西方向の濤である (第9図、図版14)。 南側の肩部をS

D-3に壊されており、幅1.Om以上、深さ20cmを測る。調査区東端から中央部まで延長約50m検日|

した。遺構埋七は黄褐色系のシル トが 1層である。

E

L==2 80m

L=280m ‐

1 25Y5/2(暗 灰責 )シルト
2 25Y4/1(責 灰)シルト
(10YR 5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シルトをブロックで含む )
3 25Y4/1(黄 灰)シルト
(10YR 4/3(に ぶい黄掲)シルトを含む )
4 25Y5/1(黄 灰 )シル ト
5 10YR 4/1(褐灰)シルト

D

1 10YR 4/2(灰黄褐)シルト
2 10YR 4/1(褐灰)シルト
(粗砂を若干含む。茶色粒多く含む)
3 10YR 4/4(褐 )シルト
4 10YR 3/2(黒褐)シルト
5 25Y3/2(黒 褐)シルト

O                  lm

― ―
¬一|― ――――コ

1 10YR 5/3(に ぶい黄褐)シル ト
2 10YR 4/4(褐 )シルト
3 10YR 4/1(褐 灰)シルト
4 10YR 4/2(灰 黄褐 )シル ト

0                                 1rn

第11図 SD-21土層断面図
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Ы>20 SD 18の北側約1.Omの距離にSD 18と ほぼ平行して掘削された濤である (第9図、図版14)。

幅1.Om、 深さ20cmの規模を沢1る もので、調査区東端から西に約3.5m検出し、その西は撹乱坑によ

り壊されている。SD 18と 遺構埋上が類似するものである。

奈良時代の遺構

SD 3 調査区の東端から西端にかけて、幅約5.Om、 深さ約50cmの規模で東西延長約13.Omを 検

出した (第 9図、図版10)。 濤は東西方向に掘削されており、西側でやや北にス、っている。底面の標

高から、東から西へと流路方向を持ったものと考えられる。土層堆積状況について、12層に分層す

ることができた (第12図、図版15)。 遺構埋上は粗砂が主体であり、多量の遺物が各層から出七し

た。堆積状況から、再掘削が幾度も行われ、その度に幅及び深さが変化したものであると考えられ

る。この濤の最終埋没の時期は出土遺物からみて奈良時代後期であるといえる。

HＧ『一
10YR 5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シルト
10YR 5/2(灰 黄褐 )粗砂混シルト
25Y5/2(暗灰黄)粗砂
25Y4/2(暗灰黄)シル ト
25Y4/3(オ リーブ褐 )粗砂混シル ト
25Y4/2(暗灰黄)粗砂(細砂を含む)(炭を少量含む )
2.5Y4/1(黄灰)粗砂 (茶色の粗砂を含む )
2.5Y5/1(黄灰)粗砂(茶色の粗砂を含む )
(横縞状に鉄分を含む層が3層みられる)
10YR 5/2(灰 黄褐 )シルト(鉄分を多く含む )
25Y5/3(黄褐 )シル ト
25Y4/1(黄灰 )細砂混シル ト(茶色粒を含む)(炭 を少量含む )
25Y4/1(黄灰)細砂

9

10

11

12

第12図 SD-3土層断面図

SD 5 調査区北東部のSD 18と SD 20に挟まれた位置に検出した溝である (第 9図、図版14)。 幅

約1.2m、 深さ約40cmの規模を測る。調査区東端から西に延長5.5m検出し、その西は撹舌L坑により

壊されている。濤の掘削方向は東西方向であるが、調査区中央付近でやや北側に曲がるものである。

検出した遺構はこの他、近代のものとみられる埋甕遺構 1基がある。埋甕遺構は調査区中央やや

北東寄りに検出した (図版15)。 甕内埋土から陶磁器類、鉄製品、ガラス製品などが出土した。



(2)遺物

遺物は、弥生時代の上器・石器、古墳時代の上師器・須恵器、平安時代の黒色土器、鎌倉時代の

瓦器、江戸時代の陶磁器類などが出上した。

以下、主要な出t遺物について、弥生時代の上器、古墳時代～奈良時代の上器、石器、その他の

遺物の順に記述する。

弥生時代の土器

SD-8、 S}21、 SD-18か ら弥生上器が出上した他、遺物包含層 (第4層 )な どから石器類が出t

した。

SD 8出上上器 (第 13図、図版16)

809は壷である。 8は頸部に貼り付け突帯をもつものである。肩部の外面にヘラミガキ調整が

施されているが磨減のため単位は不明瞭である。頸部内面はユビオサエの痕跡がみられる。また肩

部内面には補強のため粘上を貼り付けたと思われる部分がある。 9は底部で、外面はナデののちハ

ケ調整が施されている。外底部と内面は、景1離のため調整は不明である。復元底径10.6cmを 測る。

10は甕の蓋である。内外面の調整は、子1離のため観察できなかったが、内面の天丼部にクモの巣

状ハケの痕跡がみられる。復元底径15.2cm、 残存器高8.Ocmを測るものである。

11は甕の底部である。外面はヘラケズリ、内面は粗いハケと細かいハケで調整されており、内底

部はハケ調整をナデ消している。外面にヘラケズリの痕跡が見られることから、紀伊型甕とみられ

る。復元底径は15.Ocmを測る。

以上の出土土器からSD 8は 弥生時代中期前半の遺構であるといえる。

S}21出土土器 (第 14図、図版17・ 18)

12はS}21bか ら、13～20は S}21aか ら出上したものである。

12～16は壺である。12は 口縁部と底部を欠くものである。外面調整は、縦方向のハケが施された

後、櫛描直線文が頸部に 8条と体部に5条施されている。また肩部及び体部下半部にヘラミガキを

施すものである。内面調整は、剥離のため不明瞭であるが縦方向のユビナデがみられる。13は広口

壷で、日縁垂下部に 6条の凹線ののち、円形浮文を6ヶ 所貼り付けている。外面の調整は、頸部全

10              0                 10 Cm

…

―

―

― コ

第13図 遺物実測図 3

-14-





体にタテハケののち、下半部に4条の世1線文を施し、肩部は波状文がみられる。また体部 ll半部は6

条の櫛描直線文、体部 ド半部から底部にかけて縦方向のミガキがみられる。内面の調整は、肩部か

ら体部の L半部に縦方向のナデ、体部の ド半部から底部にかけてハケ調整がみられる。 Ll径 16.Ocm、

底径6.6cm、 器高30.6cm、 体部最大径24.6cmを 測る。14は 日縁部を欠くものである。外 |〔 JHl整は体

部 L半部において部分的にハケとヘラミガキ調整がみられる。また体部 F半分は縦方向のミガキが

施される。内面は頸部にユビナデののちハケ、頸部から肩部にかけてユビオサエ、体部上半部は丁

寧な斜め方向のハケ、体部下半部に縦方向のミガキが施される。内底面は不定方向のハケがみられ

る。復元底径6.Ocm、 体部最大復元径26.5cmを 測るものである。15は「1縁部と底部を欠くものであ

る.外面調整は、頸部から体部にかけて櫛描 1直線文と波状文が交 /fに施されている.内面は、縦方

向ののち横方向のナデがみられる。体部最大径は、16.2cmを 測る。16は広回壷の日縁部で、「1縁重

下部に5条の擬凹線ののち、円形浮文を貼り付けている。また IJ縁垂下部より内側約1.4cmの 位置に

径0.4cmの穿イLがみられる。内外耐iと もに磨減が著しいため調整は観察できなかった。復元口径は1

5.Ocmを測る。

17～ 19は甕である。17は体部中化より下を欠くものである。「1縁部を外反させ、端部を上に摘み

上げるものである。外面はタタキのちハケ調整が施されている。肩部内顧iはユビオサエ、体部内面

はナデのちハケがみられる。復元口径は15.8cmを 測る。18・ 19は底部である。18はやや上げ底で、

外面にヘラケズリ調整がみられ、底径6.Ocmを測るものである。19の外面は、下から ll方向のヘラ

ケズリ、外底部中央にも同様の痕跡がみられる。底径は4.2cmを測る。18019は、外雨iにヘラケズ

リ調整が施されることから紀伊型甕の底部とみられる。

20は鉢の日縁部である。 |]縁部を外反させてから、端部を上に摘み上げるもので、日唇部に刻目

文、肩部から体部にかけて波状文と櫛描直線文を観察することができる.

以 Lの出上士器からSD 21は弥生時代中期後半の遺構であるといえる。

SD 18出 士七器(第 14図、図版18)

21022は 甕である。21は外面肩部から体部にかけて、タタキ調整を施すものである。日縁部は、

日唇部に刻日文がみられる。内顧iには部分的にヘラケズリの痕跡がみられ、復元日径16.8cm、 体部

最大径23.9cmを測る。22は底部である。外面はナデとユビオサエ、内底部にはクモの巣状ハケがみ

られる。復元底径6.4cmを測るものである。

以 Lの 上器からSD 18は 弥生時代後期後半の遺構であるといえる。

古墳時代～奈良時代の土器

SD 3か ら古墳時代後期から奈良時代の須恵器、上師器などの11器類がまとまって出上 した。こ

の遺構からは今回の調査で量的に最も多くの遺物が出土した。以下、SD 3出上上器を説明する。

SD 3111七上器 (第 15016図 、図版19020)

須恵器 (23～ 36)は杯や魅、甕、壷、平瓶などが出土した。杯蓋 (23)は 日径約12.Ocm、 器高

3.8cmを洪1る もので、天丼部の1/2あたりまでロクロを使ってのヘラケズリが施されている。時期的

にはTK209型式 (飛鳥 I期 )に併行するものと思われる。

24～28は杯身である。24は乳白色を呈する軟質の杯身で日径1lCm、 底径3.9cm、 器高3.6cmを 測る。

―-16-―
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25は、ロクロからの切り離し痕を不定方向のナデによってナデ消している。27は シャープな作りの

高台を持っており、外面は自然釉によりΠ音灰色を呈している。24、 25、 27共に平城官III期に比定で

きる。26は完形の高台付きの杯身である。整形段階ではロクロの回転方向は左1可りであるのに対し

て、ヘラケズリによる調整は右回りとなっており、行程によってロクロの回転方向に違いが見られ

るのが特徴的である。飛鳥Ⅳ期の範疇の遺物と思われる。28の高合は短く、垂直に取り付けられて

おり、新しいタイプのものである。平城宮Ⅵ期のものと思われる。

聰 (29)は、肩部から底部までを良好にとどめている。肩部に沈線が2条巡っており、直径1.4cm

の|]孔はこの沈線上に開けられている。沈線よリドは不定方向のケズリが施され、肩部から頸部の

付け根にかけては回転ナデによる薬形が行われている。長石、石英、片岩を多く含んでおり、全体

的にやや作りが粗いようである。飛鳥H期に比定できるものである。

30は 日径19.6cmを 測る甕の日縁部である。タタキを施した後、内外面をナデ消している様子が分

かる。

須恵器の壺は3点出上している (31～ 33)。 31は壺の頸部と思われ、体部との付け根から上に約5

Cmの所に1条の条線が1周半巡っている。32は壺の胴部である。底径12.6cm、 最大胴部径19.Ocmを測

る。肩部に上器片や灰の塊が融着しており、全体的に焼き歪みが見られる。33は高台を持つ壺の底

部で底径は9.4cmを測る。それぞれ31は飛鳥V期、32は平城官 H期、33は平城官Ⅲ期に併行するも

くてモ::::F[]F二二二][]「 ][二]]:][]:::ラ 7ラ
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のと思われる。

灰白色を呈する鉢 (34)は、平城宮Ⅳ期の七器にその類型を見ることができる。

35・ 36は平瓶である。35は最大胴部径17.6cm、 最小頸部径5.4cm、 残存器高14.5 cmを 測る。底部

はヘラ切り後ナデを施し、乾燥後、体部との屈曲部分に再度ヘラケズリを施している。時期的には

TK217型式 (飛鳥H期)に併行するものと思われる。平瓶の天丼部 (36)は 平城Ⅵ期に併行するも

ので、取っ手は手づくね整形の後にヘラによる面取りが施されている。

37～45は土師器である。37か ら40は 皿で、形式から平城官 H期のものであると思われる。37と 40

には、内面の ‐部に右方向のヘラ磨きが見られる。飛鳥HI期の杯身 (41)も 、内面に縦方向の
「
寧

なヘラ磨きが施されている。

鍋の把手 (42)は手づくね整形によって製作されているが、一部にハケによる調整が見られる。

43は底部穿孔が施されている甕である。日径14.4cm、 器高15.6cm、 穿孔直径1.5cmを 演1る もので、

外面は5～6条の原体による丁寧なタテハケ、内面はハケによるナデ上げの後上部に指ナデという調

整を施している。外面体部下半部に黒班がある。また、底部穿孔は内部から行っている。

以上の遺物からSD-3は8世紀半ばを中心に機能した溝であり、遅くとも8世紀末までには埋没し

たものと考えられる。

石器 (第17～ 19図、図版21・ 22)

砂岩の自然石を用いた凹石がSD 3か ら3点 (48、 49、 50)、 SD-5か ら2点 (51、 52)出上して

いる。48の主要作業面 (表面)はその使用痕から、中心の 1点を用いて「叩く」・「すりつぶす」

という2種類の動作が行われたと思われる。それに対する裏面は表面ほど[]みがなく、面全体を使っ

て「叩くJ動作が行われており、また側面の一部分に打撃痕や平滑面も確認できる。49～ 52も48と

同様に複数の作業に用いられた痕跡がうかがえる。49の裏面は敲打痕を除いて平滑になっており、

低石としても使われたことがうかがえる。52は表 lliに敲打痕、裏面に砥石として使用したと思われ

る平滑面があることが観察できる。なお、SD 3か ら出上した凹石には鉄分が多く付着している。

53～ 57は叩き石である。53は 3 1fl‐に明瞭な打撃痕を残すもので、深くえぐれている側面を多用し

ていたと考えられる。また、下端にもわずかではあるが打撃痕が見られることから、合計 4面を使

用していたといえよう。56は両面の大きな剥離により全体的に板状を呈しており、先端部に使用痕

がみられる。54は灰色、57は暗青灰色を呈する叩き石で、上下両端に打撃痕が存在する。さらに57

には一部分にミガキ痕もみられる。また先端部以外に表裏両面に叩き痕がみられるもの (55)もあ

る。53、 54、 56は S}3、 55、 57は第 3層からの出上であり、石材は仝て砂岩である。

58～62は砥石である。砂岩を用いた砥石である58は、全体的に平滑であるが使用痕が不明瞭であ

り、あまり使い込まれていなかったようである。なお裏面の中央部は帯状に褐色を帯びており、な

おかつ若干の敲打痕が見られる。出土地点はSD 3である。59は SD 8か ら出土したもので、粘板岩

系の石材を使用しており全体的に黒灰色を呈している。表面と左右側面の3面を使用しているが、

右側面は凹凸がやや残っており砥石として使用した期間は短かったと思われる。SX l日 1上の60は

砂岩系の石材を用いたものであるが、二次焼成を受けているため乳白色に変化しており、全体的に

剥離が進んでいる。そのため明確に確認できる使用面は表面の一面のみである。61は表面と左側面
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に砥石として使用した痕跡がみられるが、それ以外に叩き石として用いた痕跡が下側面にみられる。

第5層出上で石材は砂岩でEll灰 白色を呈する.62は SD 3出 上の遺物で、平滑面と敲打痕を片面ずつ

に持つ砂岩である。砥石と台石を兼用しているわけだが、平滑面の方が特に使い込まれており、主

に砥石として用いられたと思われる。敲打痕を残す面は鉄分がかなり付着している。

これら自然石を利用した石器は、作業に応じて使い分けられるのではなく、複数の作業に用いら

れていたと言えるだろう。

打製石器では石鏃が 7点、石槍状石器が 1点出上している。

63～69は石鏃である。石材は全てサヌカイトで黒灰色を呈するものがほとんどである。63、 64は

凹基式の石鏃で、ともにSD 3か らの出上である。63は長さ3 5cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.55 cmを測り、

表面は右回りの順による細部調整、裏面は不定方向への調整が施されている。64は 長さ3.4cm、 幅

1.2cm、 厚さ0.5cmを測る。両面とも先端部から基部に向けて調整が行われているが、表面はやや調

整が不統一である。65は最大幅部位が先端寄りに位置しており、ど1基Ⅱ式に分類される。細部調整

の方向は不定であり、一部に鉄分が付着している。SD 3か ら出―Lし ており、長さ2.5cm、 幅1.2cm、

厚さ0.35cmを測る。66～68は凸基有茎式のものである。66は第3層から出上したもので、残存長5.4

Cm、 幅1.4cm、 厚さ0.55cmを 測る。両面とも左側縁において一定方向の細部調整が施されている。
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67は薄い板状のま1片から作られており、両面に浅形細部調整を施して仕上げている。68は先端部を

やや欠いているが、左回りの方向性で調整が施されている。67、 68は共にSD 3出 上である。69は S

)8か らの出上で先端部・基部ともに欠損しているが、形状から凸基 H式と思われる。表面は右回

り、裏面は先端部から基部への方向で細部調整が行われている。

70は石槍状石器である。弥生時代中期の堆積層である第 5層から出上している。長さ11.85cm、

幅3.Ocm、 厚さ1.2cmを測る。石材はサヌカイ トを用いているが、風化が激しく淡灰色を呈している。

調整は両面とも先端部から基部にむけて行っており、左側はウロコ状、右側は階段状の調整が施さ

れている。また基部から1/2の部分までに歯潰し痕がみられ、短剣として用いたものと考えられる。

以上の石器について、SD 3か ら出上した石器についてはSD 21か ら混入した可能性が考えられ

る。またその他にも弥生時代の遺構及び包含層から出上している石器が見られることなどから、こ

れらの石器は弥生時代のものであると考えることができよう。

その他の遺物

その他の遺物としてSD 3か ら竃、紡錘車、フイゴ、獣骨 (馬の歯)、 種子などが出七した (第 16

図、図版20)。

竃 (44045)は 2点図化することができた。44は底部に接地面、裏面に竃本体との剥離面がみら

れる。これらの方向性から、この竃片は向かって/r側の庇の底部と考えられる。45は 口縁の部分で

ある。紡錘卓 (46)|ま直径約4,6cm、 厚さ0.5cm、 穿孔直径0.55cmを測り、周縁を研磨している。ま

た仝体的にやや湾曲しており、弥生土器の転用品と考えられる。SD 3に混入したものとみられる。

フイゴの羽口 (47)は外面に鉄が多く付着しており、内面は褐色を呈する。熱により先端部分が

溶け、赤変した部分がある。

また、遺物包含層などから平安時代の黒色土器、上師器、鎌倉時代の瓦器、土師器、江戸時代の

陶磁器類などが出士した。その他、近代の遺構と考えられる埋甕遺構 (図版15)か らは近代の陶磁

器類、鉄製品、ガラス製品などが出土した。

参考文献

寺沢薫・森岡秀人  『弥生土器の様式と編年』 近畿編 I 木耳社
田辺昭三     『須恵器大成』 角川書店 1981年
占代の上器研究会  『古代の上器 I 都城の上器集成』 1992年
平井勝      『弥生時代の石器』 考古学ライプラリー64
欄宜田佳男    「打製短剣・石槍・石文」『弥生文化の研究』

1989生
「

ニューサイエンス社 1991年
第9巻 雄山閣出版株式会社



7.ま とめ

(1)弥生時代の大溝について

本調査で検出したSD 21は 調査区の市東端部から調査区西端中央部にかけて検出した東西方向に

掘削された濤である (第 9図参照)。 上面を重なって掘削されたSD 3に削られているが、中ビ2.6m、

深さ40cmの規模を測り、東西延長約13.Omを検出したものである。この溝は本来、遺構の南半部分

に掘削したものであったが、埋没後北側に再掘削されたものである。北側の再掘削部分をSD 21a、

南倶1を SD 21bと した。SD 21bは北収1肩部分を再掘削により壊されているため正確な規模は不明で

あるが、幅1.3m以「1、 深さ30cmを 没1る ものである (第 11図参照)。 SD 21aは幅1.6m、 深さ40cmの

規模を洪Jる。この大溝はIHJl遺物から弥生時代中期後半頃のものであると考えられ、SI}21a、 SD

-21bの双方共に底面の標高から、西から東へと流路方向を持ったものとみられる。

ところで、大田・黒田遺跡において本調査地周辺で検出された幅2.Om以上の規模をもつ弥生時

代の大濤の掘削された方向性を検討するならば、近年検出の例に｀「 成 7年に本財団の行った第26次

調査検日|のSD 19、 SD 16bの 2例がある。

第26次調査は本調査地の南供1約 150mの場所で行ったものであり (第 3図参照)、 調査で検出した

弥生時代前期後半から中期初頭の大濤SD 19の 流路方向が北西から南東方向である。また、1可調査

で検出された弥生時代中期後半の大溝SD 16bの流路方向は南西から北東方向であった。

本調査で検出したSD 21は 西から東へと流路方向をもつものであり、第26次調査検出例などを加

えて考えるならば、大田・黒田遺跡範囲の西方向に水の引先となる自然河道が存在したものとみら

れる。この河道は日下雅義により復原案を提示されている当時の1日紀ノ川の流路に相当するもので

あると考えられる。

(2)奈良時代の大溝について

奈良時代の大溝SD 3は調査区の東端部から西端部にかけて延長約13mを検出した幅約5.Om、 深

さ約50cmを測る規模の大きなものである (第 9図参照 )。 底面の標高から、東から西へと流路方向を

持ったものと考えられる。上層堆積状況について、遺構埋上は粗砂が主体であり、多量の遺物が各

層から出上した (第 12図参照)。 堆積状況から、再掘削が幾度も行われ、その度に幅及び深さが変

化したものであると考えられ、最終的には洪水により奈良時代後期に埋没したものと考えられる。

ところで、大田・黒田遺跡の現在までの調査で、主要な奈良時代の遺構として第21次調査検出の

SE-01と 第 3次調査検出のSE 202の 2例があげられる (第 3図参照)。 第21次調査は和歌山市教育委

員会が昭和62年に実施 したものである。調査により検出されたS}01は直径約3.5m、 深さ約3.Om

の規模の円形掘方をもち、掘方内に丸大を半裁して今Jっ た長さ約2.Om、 幅約1.Omの木枠を 2枚組

み合わせた長径1.2m、 短径0.8mの 平面形が楕
「
j形の井戸枠を設けるものである。なお、その井戸

枠の Lに角材と板材を組み合わせた長辺1.2m、 短辺1.Omの平面形が長方形の井戸枠をもつ。井戸

の基底部には七師器を破砕したとみられる多量の細片、及び完形の須恵器十数個体を詰めており、

それらの上器は井戸枠を据えた時に置かれたものであると考えられた。また、埋上の中位から斉串

が 1点出土している。第 3次調査はR6J和 44年に和歌山市教育委員会が大田・黒田遺跡調査団に委託
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して実施されたものである。調査により検出されたSE 202か らは十師器、須恵器などの上器類と

共に和銅開称が42枚、万年通賓が 4枚、]′櫛などが出上した。これらの出土遺物などから、調査担

当者は当地を名草郡の郡衛の可能性があると指摘されている。

以上の 2遺構は本調査検出のSD-3の 流路の上流方向にあたる南束方向に位置するものである。

また、SD 3の堆積上の上層から特に遺物が多量に日1上 しており、それらの遺物は、須恵器、J■師

器などの上器類の他、竃、フイゴ羽 11、 獣骨 (馬の歯)な どがある。これらの遺物を用いたであろ

う奈良時代集落 (郡街 ?)の中心は、先の井戸 2例のあるこの満の上流 (南東側)に展F7rDしていた

ものと思われる。そのことなどから、当調査地は大 IΠ ◆黒田遺跡における奈良時代の集落 (郡衛 ?)

北西狽1縁辺部にあたるものと推定することができる。

(3)平安時代の土地利用について

平安時代のSD 2(第 6図参照)は和歌山平野における条里制上地区画の復原案 (中野榮治案 )

に当てはめて考えるならば、「名草郡 4図 8里 1坪」と「名草郡 4図 8里 12坪」の坪境満の位置に

当たり、SD 2と 類似するSD 2の上層堆積層の第 3層は平安時代の耕七に相当するものであると考

えられる (第 5図参照)。 この事実は、従来からの歴史地理学的な手法である現況の地形から推定し

ていた条里復原案に対して、実証的な資料を提示することができたという点で貴重な成果を得るこ

とができたといえる。

また、江戸時代のSD l(第 6図参照)は位置をSD 2か ら南に4m移動するが、第 1区及び第 2

区まで直線的に掘削されており、方向性からいうならばSD 2と 同様の性格のものであると考えら

れる。

まとめるならば、調査地は条里制土地区画の復原案から「名草郡 4図 8里 1坪Jと「名草郡 4図

8里12坪」の一部に当たり、SD 2(平安時代)及びSD l(江戸時代)を坪境満に相当するものと

推定するならば、調査地での条里制土地区画の起源は平安時代であり、以後江戸時代頃にも踏襲さ

れ、現在の地割りに至っているものと考えられる。
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第 3区 S)8土層雄積状況 (南西から)
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第 3区 S)21土層堆積状況 (西から)

第 3区 S卜21遺物出土状況 1 (西か ら)
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第 3区 Ы>21遺物出土状況 2(南から)

第 3区 SD 18、 SD 5、 SD 20(東 から)
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第33次調査出土遺物 104・ 5土師器、3弥生土器、6フ イゴ、7鉄砲玉

Ы>8出 lit器 弥 41土器
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S卜21b出 土土器 弥生土器壺 S}21a出上土器 弥生土器壺

S}21a出土土器 弥生土器壷 Ы>21a出上上器 弥生土器壷
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S)21a出土土器 弥生土器
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S)3出土土器 須恵器杯
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S}3出土遺物 土師器、竃、フイゴ

Ы>3出土土器 上師器甕 竃 (SD 3出 土)
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石器 48～50凹石 (SD 3出土 )、 51・ 52凹石 (SD 5出 土 )
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石器 53・ 54・ 56叩き石、58・ 62砥石(SD 3出土)、 59砥石(SD 8出土)
60砥石(SX l出土)、 55057叩 き石、61砥石(包含層出土)

石器 63・ 64065067068石 鏃 (S}3出土 )、 69石鏃 (SD 8出 土)
66石鏃、70石槍状石器 (短剣)(包含層出上)
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